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草部北部小学校区
年明けの 1月 9日革北小校区の鬼火焚きがありまし

た。これを企画、実行したのは同地区の50歳と60歳代

の「 56会」や同校と草部北部保育園の保護者会、老

人会などの方々で今年で12年 目。朝早くから、孟宗竹

100本を立てかけたり、婦人の方々が芋や豆腐などの

串を作つたりと大忙しで準備されたものです。午前11

時から火入れがあり、「バンバン」と竹が割れる音に

子ども達はびつくりしながら、つるのこ芋や餅を頬張つ

ていました。各地区でも災いを払い、福を寄せるとい

うこの行事が伝承されています。

No.426

■貸付金額

高等学校生徒 (全 日制)  月額  8,000円 (3カ 年間)

大学の学生 (国公立に限る) 月額 25,000円 (4カ 年間)

■貸付対象者 (町奨学資金貸付条例抜粋 )

奨学生の保護者が高森町民であること

高校 。国公立大学に在学中の者で町長が認める者

その他詳しい事はおたずねください。

■申込期限 3月 20日 (月 )ま で

■願  書 教育委員会で受け取ってください。

高森町教育委員会 2-1111内線167番
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人□の動き
(1月 1日現在)

世帯数 2,554(+7)
男  3,950(+14)
女  4,251(+1)

総 数 8,201(+15)
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一
月
十
七
日
阪
神
地
区
で
大
地

震
が
発
生
し
て
、
各
地
に
大
き
な

被
害
が
出
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
や
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
は
、
心
か
ら
お
悔
や
み
と

お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
日
の
昼
の
報
道
で
死
者
の

数
の
多
さ
を
知
り
、
何
と
も
痛
ま

し
い
歴
史
的
な
悲
劇
だ
と
実
感
し
、

ま
た
、
地
震
は
東
海
、
北
陸
で
起

こ
る
も
の
と
い
う
思
い
込
み
も
完

全
に
打
ち
砕
か
れ
、
自
然
の
動
き

は
人
に
は
予
想
で
き
な
い
も
の
だ

と
痛
烈
に
感
じ
ま
し
た
。

被
害
の
実
態
も
未
だ
に
つ
か
め

な
い
今
回
の
大
災
害
。
自
然
の
恐

ろ
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
知
る
と
と

も
に
、
災
害
の
事
前
対
策
や
情
報

収
集
と
復
旧
方
法
な
ど
を
、
み
ん

な
で
真
剣
に
考
え
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ご
遺
族
の
悲
し
み
と
、
被
災
さ

れ
た
方
の
精
神
的
、
経
済
的
な
苦

し
み
は
私
た
ち
に
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
る
で
し
よ
う
し
、
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
、
行
政
、
警
察
、
消

防
、
自
衛
隊
の
方
々
な
ど
復
旧
に

あ
た
る
人
も
含
め
て
、
み
な
さ
ん

の
身
体
や
心
労
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

復
旧
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
で

き
る
限
り
の
手
を
差
し
伸
べ
て
あ

げ
た
い
も
の
で
す
。
活
火
山

「大

阿
蘇
」
の
す
ぐ
そ
ば
に
住
む
私
た

ち
。
人
事
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
。
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君彗3みずます(敬称略)運範2.

の 灯
ありがとうございました(敬称略)

■社会福祉協議会ヘ

く香典返し〉木崎スイ子、佐伯誠登、岩
下賞、桐原文夫、前田達、荒牧タネ子、
中川鐵雄
く一般寄付〉(株)九電工南阿蘇営業所、高
森町職員組合
■広報送料寄付 熊川 康 (荒尾市)、

林 恭宏 (城南町)
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(死亡者)(年齢)

桐原 照雄 28
佐伯マンヱ 89
木崎 國廣 76
荒牧 ワリ 88
岩下ヲチカ 85
前田 綾子 62
中川 市郎 84
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たんじょう

この広報では、町内、町外を問わず、皆
さんからのいろいろな情報やご意見、お便
りを順次、掲載させていただいております。

どうぞ情報をお寄せください。
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お
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よ
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伝
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潤
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義援金・救援物資を受け付けます
1月 17日 早朝 兵庫県南部でマグニチュー ド

7.2の大地震が発生 し、神戸を中心に死者5,103

人 行方不明 9名  負傷者26,803人 建物の損

壊106,763棟 (2月 1日 現在)と い う大きな被害

が出ました。

町では一日も早い復旧を願って、皆様方から

義援金 と救援物資をお預か りすることにしまし

た。被災地付

近は電話も通

じにくく、道

路も寸断され

壊滅的な状況

で、個人で救

援物資を送ることは難 しい状況です。

町で一括 して送 りますので、役場までお届けください。

(高森温泉館、奥阿蘇物産館、役場両出張所にも義援金箱を置いています。)

膠鍵鍵自既凛懃碧つてく日]
地震災害は、活火山、「阿蘇」のす ぐそばに住む私たちにも、いつ起 こるかわからない身近な問題で

す。また外輪山をはさむようにして活断層が何本も東西に走っています。何十年、何百年もの周期で

起 こると言われるこの断層の歪の反発が、震度 7以上の激震を起こし直下型地震 とな ります。

いつ起こるかもしれない地震などの大災害。「備えあれば、憂いな し」とも言われ、私たちは今す ぐ

に、家族や職場でこのような災害が発生 した時の具体的な対策を話 し合っておきたいものです。

災 害 対 策 の 一 例
まず心を落ちつかせ、あわてない。身を守る対策。火を消す対策。出口の確保。ガスの元栓を閉め、

電気のブレーカーを落とす。避難場所の確口,忍。離散 した場合の集合場所や連絡方法の確認。復旧活動

や救護物資が届くまでの間に最小限必要な物の準備 と、持ち出しの分担。

懐中電灯、マッチ、ロウソク、携帯ラジオ (無線機 )、 電池、医薬品、食料品、 (水 (定期的に交換

して保存)、 米、塩、乾パン、クラッカーなど)食器類 (鍋釜・栓ぬき 。缶切り・ナイフなど最低必要

なもの)、 毛布、ヘルメットや防災ずきん、衣料品 (防寒着、下着、雨具、長靴など)、 貴重品 (現金、

預金通帳、印鑑など)、 保険証、この他、何が必要か家族で話し合ってみましょう。

500万 円以上

|: 事    名 工    期 金額 (円 ) 請負業者名

社倉・蔵地線道路改良工事 1/6ヽ 3/20 27、 192,0()0 鵬藤本組

大切畑・ 下切線道路改良工事 1/6ヽ 3720 13.554,800 m佐藤建設

高森駅前広場野外ステージ新築工事 12/20～ 3/25 16.068,000 ド田工務店

高森峠自然公園公衆使所整備事業 12/20ヽ 3725 17,922,000 同津留住建

高森峠環覚林整備事業植栽工事 12/26´‐3/20 21,248,900 m熊木緑研

高森峠環境林整備事業路網整備工事 12/26^ 3プ 20 9.218.500 m錦建設

高森 自然公 園周辺整備工事 12/22～ 3/27 22,660,000 m占澤建設

高森峠環境林整備事業森林整備工事 12/26´V3/20 6,798,000 高森町森林組合

(15)

神戸を中心に大きな薇害

診療 は午前
91寺か ら午

後 5時 まで
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※都合により変更になる場合がありますので

(②-2222)サー ビスでお確かめくだ さい。

2顔IDヨ 3涙15ヨ 高森温泉館は毎月第3水曜日に休館します。温泉館休館日

晴
れ
や
か
に

一
月
二
日
の
午
前
十
時
か
ら
、

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
本
年
度

の
高
森
町
成
人
式
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
、
町
で
成
人
を
迎
え
る
人

は
百
三
名
。
熊
本
市
や
遠
方
で
、

就
職
し
て
い
る
人
や
、
学
生
な
ど
、

正
月
の
帰
省
者
も
含
め
て
、
た
く

さ
ん
の
成
人
者
が
出
席
。
「お
と
な
」

に
な
る
期
待
と
不
安
を
抱
き
な
が

ら
、
真
剣
な
表
情
で
式
に
の
ぞ
ん

で
い
ま
し
た
。

式
に
は
、
草
村
県
議
会
議
員
、

本
田
町
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
た

く
さ
ん
の
来
賓
と
、
今
村
町
長
な

ど
、
町
関
係
者
が
出
席
し
、
「成
人

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
社
会
に

貢
献
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
激
励
し
、

祝
辞
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

式
後
に
は
全
員
で
乾
杯
。
中
学

や
高
校
卒
業
後
に
久
し
ぶ
り
に
会

っ
た
友
だ
ち
と
の
旧
交
を
温
め
る

光
景
も
見
ら
れ
、
ま
た
、
本
町
の

各
地
区
代
表
者
の
意
見
発
表
が
あ

り
、
最
後
は
全
員
で
記
念
写
真
撮

影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
の
後
継
者
と
し
て
、
ま
た
色
々

な
と
こ
ろ
で
、
大
い
に
羽
ば
た
い

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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県

の

お

知

ら

せ

県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
ご
意

見
や
、
要
望
を
幅
広
く
伺

っ
て
、

県
の
色
々
な
事
業
や
施
策
に
活
か

す
た
め
に
、
平
成
七
年
度
の
県
政

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
は
満
二
十
歳
以
上
で
、

県
内
在
住
で
県
政
に
関
心
が
あ
り
、

積
極
的
な
ご
意
見
を
お
持
ち
の
方

で
す
。
（常
勤
の
公
務
員
、行
政
委

員
会
委
員
、
議
会
議
員
を
除
く
。

ま
た
、
三
期
連
続
で
モ
ニ
タ
ー
に

な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

応
募
希
望
者
は
、
応
募
理
由
を

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

一
枚
に
ま

と
め
て
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

二
月
二
十
八
日
ま
で
…

一〇
８
６
２
１
７
０
　
熊
本
県
庁
広

報
課

「県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
」
係

ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

８
０
９
６

・
３
８
３

。
１
１
１
１

内
線
３
１
３
４

ね
た
き
り
老
人

ゼ
ロ

作

戦

講

演

会

ね
た
き
り
老
人
に
な
ら
な
い
、

さ
せ
な
い
た
め
の
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

瀬 井 浩 二

■
期
日
　
二
月
十

一
日

（土
）

午
後

一
時
か
ら

■
場
所
　
八
代
市
厚
生
会
館

■
講
師
　
岡
本
祐
三
氏

（阪
南
中
央
病
院
内
科
医
長
）

会
場
内
で
は
、
介
護
体
験
コ
ー
ナ

ー
高
齢
者
お
し
ゃ
れ

コ
ー
ナ
ー
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
さ
れ
ま
す
。

県
庁
高
齢
福
祉
課

８
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

内
線
３
７
４
５
番

国
政
、
地
方
行
政
、
行
財
政
改

革
な
ど
に
関
す
る
自
由
か
つ
建
設

的
な
意
見
を
お
送
り
下
さ
い
。

０

３

・

３

５

８

１

・

６

９

８

７

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
二
月
二
十
二
日
（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

三
階
の
中
会
議
室

農
　
業
　
者
　
年
　
金

ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
二
月
二
十
日

（月
）

午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
熊
本
県
阿
蘇
事
務
所

（阿
蘇
総
合
庁
舎
）
会
議
室

会
場
は
当
日
掲
示
さ
れ
ま
す
。

２４
時
間
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

ａ
０
９
６

・
３
８
５

・
３
３
０
０

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
電

話
で
曜
日
毎
に
色
々
な
健
康
の
話

を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

今
月
お
知
ら
せ
す
る
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（月
）
花
粉
症
に

つ
い
て

（火
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（水
）
心
筋
梗
塞

（木
）
歯
の
矯

正
治
療

（子
ど
も
の
場
合
）
（金
）

歯
の
矯
正
治
療
（お
と
な
の
場
合
）

（土

ｏ
日
）
ア
ル
コ
ー
ル
性
膵
炎

町 の 移 動 図 書

二
月
七
日

（火
）

草
部
出
張
所
　
１０
時
～
１０
時
半

Ｊ
Ａ
草
北
　
　
１１
時
～
Ｈ
時
半

野
尻
出
張
所
　
１３
時
～
１３
時
半

Ｊ
Ａ
河
原
　
　
１４
時
～
１４
時
半

二
月
八
日

（水
）

Ｊ
Ａ
色
見
　
　
１０
時
～
１０
時
半

Ｊ
Ａ
上
色
見
　
１０
時
半
～
Ｈ
時

横
町
Ａ
団
地
　
１３
時
～
１３
時
半

下
町
公
民
館
　
１３
時
半
～
１４
時

須
坂
団
地
　
　
１４
時
～
１４
時
半

農
業
者
年
金
に
関
す
る
様
々

な

成人代表者意見発表から

邑森町 尾 下 高森町 高 森

オー トバックス(熊本市)

勤務

自覚と責任感を持つて
成人 となったことに、両親や家族、そ して社会

の皆さんに感謝 したいと思います。

私はすでに熊本市の自動車用品の会社で、社会

人 として働いています。

色々なお客様 と接する中で、苦 しい事や難 しい

こともありますが、お客様 と店員の関係か ら、友

だちの関係になることもしば しばです。

常に真心を持ってお客様の立場になり、お客様

との出会いを大切にしていきたいと思っています。

成人式を迎え、社会人の仲間入 りをした今、 自

分 自身に自覚 と責任感を持ち、誰からも信頼 され

る人間になれ るように努力 したいと思います。

高森町 芹 口

草  村  さ き

尚綱短期大学 2年生

夢と希望を忘れずに
成人 とな り、これからは何事にも責任を持たな

ければな りません。色々な難 しいことに直面 した

ときには、す ぐに人に頼るのではなく、まずは自分

で考える力を身につけていかなければなりません。

そして、人の気持ちがわかる真の大人になって

少 しでも社会に役立つ自分にな りたいと思います。

常に夢 と希望を持ち、向上心を忘れずに、失敗

を恐れず、前向きに考えて何事にも挑戦 し、また、

焦 らずに毎 日を大切に、一歩一歩確実に歩いてい

くことも忘れてはな りません。

まだまだ若 く、未熟な私たちですが皆様のご指

導、ご助言を宜 しくお願いいた します。

(3)

野 尻 美 香

九州福祉医療専門学校

2年生

「はたち」になつて思う事
今、私は歯科衛生士の勉強をしています。

まだまだ自分自身に甘えてしまい、思 うがまま

に学生生活を楽しんでいるといった感 じで、成人

とい う実感は湧いてきませんでしたが、臨床実習

をしたときなど、社会人として、歯科衛生士とし

て働き始めることについて、何かと考えさせられま

した。常に患者さんの立場になって、思いや りの気

持ちを持ち、精神的な緊張や、心を和 らげてあげる

ための心配 りが、大切なことだと強く思いました。

二月には国家試験もひかえています。そして何

年か後には、一回りも二回りも成長 した自分にな

れるように頑張りたいと思っています。

高森町 上色見

本 田 寅 雄

農  業

ふるさと高森の後継者として
20歳は私の目標で した。しかし大人になれば、

親や社会の保護か ら解 き放たれる代わ りに、社会

か ら一人前 と見られ、責任も生じてきます。

私は高校卒業と同時に家で農家をやっています。

今の農業には大変厳 しいものがありますが、色々

な難 しさを乗 り越え頑張っています。

今までは子どもとしての甘えがあったと思いま

すが、これからは大人 としての自覚を持ち、責任

ある行動をしなければな りません。

私はこれからも、この町で育ちこの町をつくっ

た、た くさんの方々の、人間としての良き後継者

として、全ての面で頑張 りたいと思っています。

●   ●

●
訪
問
販
売

・
通
信
販
売
１１０
番

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
弁
護
士
を
迎
え
て
「消
費
者
１
１
０
番
」

の
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
こ
と
で
困

つ
た
こ
と
が
あ

っ
た

ら
、
遠
慮
な
く
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
面
談
に
よ
る
相
談
の
ご
希
望

は
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
、
相
談
料
は
も
ち
ろ
ん
無
料
で
す
。

□
ふ
と
ん
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
頼
ん
だ
の
に
、
掃
除
機
を
買

っ

て
し
ま

っ
た
。

□
黒
電
話
が
使
え
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
、電
話
機
を
買

っ
た
。

□
無
料
で
日
用
品
を
配

っ
て
い
る
会
場
に
行
き
、
健
康
ふ
と
ん

を
契
約
し
た
。

□
旅
行
に
安
く
行
け
る
話
を
聞
き
に
行

っ
た
ら
ヽ
ビ
デ
オ
の
契

約
を
さ
せ
ら
れ
た
。

□
行
政
書
士
の
講
座
資
料
を
送

っ
て
く
れ
と
言

っ
た
ら
契
約
し

た
こ
と
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

□
紳
士
録
の
購
入
や
掲
載
を
頼
ん
だ

つ
も
り
が
な
い
の
に
、契

約
し
た
こ
と
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

■
法
律
相
談
の
日
時
　
２
月
２０
日

（月
）
か
ら
２４
日

（金
）
の

午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で

■
電
　
話
　
番
　
号
　
０
９
６

。
３
５
４

・
４
８
３
５

▼

ア

ド

バ

イ

ス

①
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
で
送
ら
れ
て
き
た
申
込
書

（契
約
書
）
な
ど

は
良
く
読
み
、
不
審
な
点
が
あ
る
場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

断
る
場
合
に

「署
名
捺
印
し
て
返
送
せ
よ
」
は
特
に
要
注
意
で
す
。

②
特
に
高
齢
者
の
方
は
、無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
た
い
と
い
う
心
理
が

あ
り
ま
す
の
で
、色
々
な
方
法
で
代
金
を
払
わ
せ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
品
物
を
購
入
す
る
際
は
、
本
当
に
自
分
に
必

要
な
の
か
も
よ
く
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

困

っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
１
　
８
０
９
６

・
３
５
４

・
４
８
３
５

●

県

の
移
動
図
書

　
三
月
十

五
日

（
水
）
役
場
前

自
治
大
臣

ヘ
フ

ァ
ッ
ク
ス

送

っ

て

＜

だ

さ

い金

年

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

2/15因 27編)3/6o15因 時間9時～15時役場の支払 日
(14)

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

■
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ロ
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河 原 小 学 校

ようこそ高森へ

ｎ
＝
”
ｎ
＝

l

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
ア
メ
リ
カ
モ

ン
タ
ナ
州
カ
リ
ス
ペ
ル
か
ら
、
ダ
グ
ラ
ス

・
ラ
ッ
ス

イ
ー
市
長
ご
夫
妻
、
そ
し
て
経
済
開
発
団
体
代
表
の

キ
ャ
ロ
ル
デ
リ
ィ
ー
さ
ん
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

約
２４
時
間
か
け
て

一
月
十
五
日
に
福
岡
空
港
に
到

着
。
時
差
の
疲
れ
を
癒
す
時
間
も
惜
し
み
、
色
々
な

交
流
や
研
修
に
参
加
し
た
り
、
町
内
を
自
分
の
足
で

歩
き
回
る
積
極
的
な
行
動
が
目
を
ひ
き
、
誰
と
で
も

気
軽
に
接
し
、
常
に
相
手
の
こ
と
を
考
え
る
優
し
い

心
を
持

つ
人
た
ち
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

市
長

一
行
の

「と
に
か
く
日
本
と
い
う
国
の
人
間

性
や
文
化
、
産
業
、
経
済
、
自
然
や
生
活
環
境
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
じ

つ
く
り
見
て
や
ろ
う
」
と
い
う

精
神
が
じ

っ
く
り
伝
わ

っ
て
き
て
、
来
町
直
後
の
イ

ン
タ
ビ

ユ
ー
で
の

「見
る
、
聞
く
、
嗅
ぐ
、
触
れ
る
、

味
わ
う
な
ど
私
の
感
覚
の
全
て
が
目
覚
め
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ

ツ
シ
ヨ
ン

（概

略
六
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
で
は
、
高
森
に
は
素
晴
ら
し

い
自
然
環
境
や
文
化
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
強
調

さ
れ
、
私
た
ち
が
日
頃
見
慣
れ
て
当
た
り
前
と
思

っ

て
い
る
景
色
や
人
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
。
そ
し
て
『感

動
す
る
心
を
目
覚
め
さ
せ
、
足
元
を
見
直
す
精
神
を

持

つ
事
が
、
町
の
活
性
化
や
発
展
に
結
び

つ
く
』
と

い
う
こ
と
を
、
思
い
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
市
長

一
行
の
精
力
的
な
行
動
か
ら
は
「感

性
を
研
ぎ
す
ま
し
、
感
動
を
呼
び
起
こ
す
」
精
神
の

重
要
性
を
教
え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

4 年 生2年 生

吉良山弘二 くん 倉野 幸男 くん

国

際

交

流

真
の
交
流
と
理
解
は
実
際
の

体
験
と
心
の
ふ
れ
あ
い
か
ら

一
講
評
　
廣

石
先
生
か
ら

一

「よ
る
の
森
の
ひ
み
つ
」
と
い
う
本
の
読
書
感
想
画
で
す
。

一
よ
る
の
森
の
不
気
味
さ
が
よ
―
＜
で
て
い
ま
す
。
何
回
も
重
ね

一
ぬ
り
し
て
、
味
わ
い
の
あ
る
絵
に
な
り
ま
し
た
。
熊
日
読
書
感

一
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
入
選
し
た
作
品
で
す
。

一　

食
べ
物
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
図
画
工

一
作
も
大
好
き
で
、
や
さ
し
い
、
し
っ
か
り
者
の
幸
男
く
ん
で
す
。

中

生

らヽ

体

で

身

し

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

●   ●

●   ●

さ
し
＜

メ
ロ
ン
。

い
や
り
の
あ
る
弘
二
く

ッ
カ
Ｌ

ん
で
す
．

や

豊
作
で
し
た
　
キ
ャ
ベ
ツ
御
殿
の
建
ち
ま
し
た

得
意
料
理
　
包
ん
で
渡
す
竹
の
皮

姉
さ
ん
冠
り
　
杵
に
も
気
合
い
入
る
る
嫡

物
好
き
が
　
し
こ
ま
え
だ
け
は
考
古
学

豊
作
で
し
た
　
母
ち
や
ん
連
れ
て
行
く
ハ
ワ
イ

姉
さ
ん
冠
り
　
瞼
に
母
の
甦
り

物
好
き
が
　
三
日
坊
主
の
趣
味
ば
か
り

得
意
料
理
　
嫡
に
や
材
料
さ
わ
ら
せ
ん

物
好
き
が
　
埋
蔵
金
に
取
り
憑
か
れ

恙
な
き
事
を
よ
ろ
こ
び
去
年
今
年

よ
き
年
を
迎
え
し
笑
顔
初
句
座
に

元
日
や
輝
く
阿
蘇
の
雄
姿
か
な

孫
か
ら
の
賀
状
は
亥
の
絵

一
つ
だ
け

大
試
験
も
う
神
の
み
と
初
詣

願
い
事
か
な
わ
ぬ
ま
ま
に
去
年
今
年

七
草
の
不
揃
ひ
な
れ
ど
粥
に
し
て

温
泉
湧
く
阿
蘇
の
五
岳
や
年
始
め

初
雪
は
祖
母
山
麓
を
包
み
ゆ
く

つぱり

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

熊
川
　
豊
泉

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

岡
本
　
琴
司

林
田
　

一
声

渡
辺
　
雲
海

浦
塚
　
南
天

野
尻
　
誓
道

草
村
　
鶴
代

阿
南
は
じ
め

甲
斐
　
康
利

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
し
づ
子

野
尻
　
美
穂

長
友
た

つ
子

野
尻
　
里
女

(13)

俳

句

(4)
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雪質

町中 をぶらり 買

店

樋訳無t:で
での積極さできちん

色 々

お

や



積極的に様々な交流を実践

み
ん
な
の
ひ
３
ば

一
月
十
五
日
の
日
曜
日
　
大
字
色
見

（し
き
み
）
の
戸
狩

（と
が
り
）
地
区

で
四
十
四
年
ぶ
り
に
綱
引
き
が
復
活
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
豊
作
祈
願
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
二
十
六
年
頃
ま
で
、
旧
正
月
の
十

五
日

（小
正
月
）
に
色
見
の
他
の
地
区

で
も
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
今
年
は

同
地
区
の
青
壮
年
グ
ル
ー
プ
六
地
蔵
会

や
婦
人
会
な
ど
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な

り

「む
ら
お
こ
し
」
と
親
睦
の
意
味
も

含
め
て
呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
朝
早
く
か
ら
「縄
な
い
」
（綱

作
り
）
や
餅
つ
き
、
赤
飯
づ
く
り
を
し

て
、
昼
に
は
約
５０

ｍ
、
直
径
２０
セ
ン
チ

の
大
縄
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
約
九
十
名
が
西

（豊
作
）
と

東

（不
作
）
に
別
れ
、
太
鼓
の
音
に
合

わ
せ
て
綱
を
引
き
あ
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
も
お
年
寄
り
も

一
生
懸
命
に
綱

を
引
き
あ
い

「世
代
間
の
交
流
や
昔
の

風
習
を
今
に
伝
え
る
伝
承
に
も
な
り
ま

す
」
と
、
参
加
さ
れ
た
人
た
ち
は
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

綱
引
き
の
勝
敗
は
西

（豊
作
）
の
勝

ち
。
同
地
区
は
も
ち
ろ
ん
、
町
全
体
も

豊
作
に
な
る
こ
と
で
し
よ
う
。

成と自然保護の

幸氏)と 農業イ

1/17夜 に町主

会主催による

では、風鎮太

文化も披

市長達はビッ
が出来な

●   ●

●   ●
生徒数

332名 )を訪問し、生徒会長瀬井公太郎君らと対

談後、授業風景や施設を見学。
昨年夏にフラッドヘッド高校生 5名 が高森高

校生宅にホームスティして、既に交流が続けら
れていますが、「今後益々交流を深めていくため
に、あなた達の若い力が重要です。」と姉妹校締

結などに努力したいとの市長の話がありました。

よ つ」

(5)

年
ぶ
り
に
復
活

第
１８
回
阿
蘇
山
一周
駅
伝
大
会

十

二
月

―

八

日
、
郡

の
陸

上

競

技
協

会

主
催

の
阿
蘇

山
　

口

駅
伝

大
会

で
本

町
チ

ー

ム
が

見
事

に
総

合

１
位

と

な

り

ま

し
た

。
こ
れ

は

本

町
役

場

を

出

発

し

て
、
立

野
方

向
に
阿
蘇
体
育
館
ま
で
の
前
半
を

八
区
、
ま
た
同
体
育
館
か
ら
箱
石

峠
を
越
え
て
本
町
役
場
ま
で
七
区

に
分
け
て
、
蘭
ｋｍ
を
十
五
名
の
選

手
で
競
わ
れ
た
も
の
で
す
。
総
合

一
位
は
蘇
陽
町
で
四
時
間
六
分
十

七
秒
。
本
町
は
四
時
間
十
分
五
十

五
秒
の
近
差
の
惜
敗
で
し
た
。

鰈 舅 囮 鐵 呂 吻 鰈

(前半)津留誠、森田あず

さ、本多隆洋、佐伯顕毅、

高本文昭、住吉昭則、吉良

友美、石田貴之

(後半)工藤賢治、竹内辰
三、古寺秀徳、佐藤秀一、

野尻計介、山村裕史、野尻

英樹

S デ ヽ

リ

スポーツ

大会結果

′協 骰

υlJS

フ
ヽ ヵ

`/』
=■―■ r
σ

イ

昨年10月 1日 から12月 31日 までの共同募金

の実績は1,346,003円 でした。町内の皆様の温

かいご協力に感謝申し上げます。期間中の11

月26日 に高森中生徒会の皆さんが高森駅など

で、街頭募金活動に協力いただきましたので

紹介します。ありがとうございました。

寒風吹きすさぶ、昨年12月 21日 の早朝、町 ′
=ム内20の老人 クラブの代表25名 の方々が、国道
‐
刀/

325号バイパスの JAス タンド四つ角から四方 |&Lコ
に別れて、空き缶とゴミ集めをされました。 11・ョ

これは町老人クラブ連合会が行っている社 jなくI

会奉仕活動の一つで、相変わらずタバコや空 1フlド
き缶の投げ捨てが多いと話されていました。

ます。まず

(12)

/´｀

、 _ン

1月 15日から22日 まで

■
１

甲買層

る人々な

な ど った。

て木々

筏採と造林、

週
彎
―
―
―
―
輝

□

′
:

猿壕‐

を受けま

た 市

ら1議

を州

1堅 じ

饉
閻
・・蹟鉤
軒・



襲
小尋本
の
た
め
に

″す
ど
も
か
あ
り

‐づ

に

あ

ｔ

ヾ

家庭教育 カ
ナ
ダ
と
国
境
を
接
す
る
ア
メ

リ
カ
北
西
部
に
位
置
す
る
モ
ン
タ

ナ
州
は
、
全
米
で
四
番
目
に
広
い

州
で
、
面
積
は
日
本
全
土
よ
り
も

や
や
広
い
中
に
八
十
万
人
し
か
住

ん
で
い
な
い
。
文
化
的
に
は
伝
統

的
ア
メ
リ
カ
気
質
が
残
っ
て
お
り
、

「古
き
良
き
ア
メ
リ
カ

・
真
実
の

ア
メ
リ
カ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

資
源
も
豊
富
で
、
自
然
を
活
か

し
た
観
光

（グ
レ
ツ
シ
ヤ
ー
国
立

公
園
）
や
林
業
が
盛
ん
で
あ
る
。

日
本
と
の
関
係
は

一
八
八
〇
年

代
半
ば
か
ら
日
本
人
が
鉄
道
建
設

労
働
者
と
し
て
入
植
し
、
当
時
二

千
人
が
居
住
し
て
い
た
が
、
そ
の

後
減
少
し
た
。
そ
の
後

一
九
八
二

年
モ
ン
タ
ナ
出
身
の
マ
ン
ス
フ
イ

ー
ル
ド
大
使
（当
時
）の
労
に
よ
り
、

熊
本
県
と
の
姉
妹
提
携
を
契
機
に

様
々
な
交
流
が
広
が
り
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

近
年
、
核
家
族
化
や
子
供
の
数

が
少
な
く
な

っ
て
き
た
こ
と
と
、

女
性
の
社
会
進
出
の
増
加
な
ど
に

伴
い
、
家
庭
や
家
族
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
わ

っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
家
庭

内
の
し
つ
け
の
変
化
や
低
下
が
心

配
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
ほ
ど
文
部
省
で
は
、
諸
外

国
と
の
比
較
を
通
し
て
、
日
本
の

家
庭
教
育
の
特
色
な
ど
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と

「家
庭
教
育
に
関
す

る
国
際
化
比
較
調
査
」
が
実
施
さ

れ
、
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

モ
ン
タ
ナ
州
北
西
部
、
フ
ラ
ッ

ド
ヘ
ッ
ド
郡

（熊
本
県
の
約
二
倍

の
面
積
。
人
口
六
万
五
千
人
）
の

南
部
に
位
置
す
る
同
市
は
、
面
積

約
四
十

一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

人
口
一
万
二
千
人
で
、
同
郡
の
政

治
、
経
済
の
中
心
地
で
あ
る
。
グ

レ
シ
ヤ
ー
国
際
空
港
も
有
り
、
空

の
玄
関
口
と
し
て
観
光
面
で
も
栄

え
て
い
る
。

一́

モ
ン
タ
ナ

・
カ
リ
ス
ペ
ル
紹
介

●   ●

●   ●

カ
1リ

7,
ノヽ

ペ

ル
―い
叩

平成 7年 1月 18日 (水 )午後 2時 林業総合センター

■ダグラス・ラツスイー市長講演会

「カリスペルのまちづくり」講演要旨

私のまち、カリスペルには生活向上とその維持のために、自然保護や汚染防止、経済開発、観光

誘致、公益事業の推進、教育と福祉な ど日本と同じように課題や様々な住民の要求があ ります。この15年 の

内にめざましい人 口増加によって、住宅問題と土地価格高騰、失業問題など色々な問題も山積 しています。

また自然や環境保護を主張する人。山林伐採をはじめとする開発を主張する人。その他色々な声があ り

ます。このため市の行政は、全ての意見を集約 して 目標 (ゴール)を一つにするために努力しています。

IMSW酪輻鶉鰈平成7年 1月 19日 (木)午後三時 南阿蘇国民休暇村セントラルロッジ

蜻珈欝
‐
|:,:i｀

|‐】踪隋  ■キャロル・デリィー氏 (フ ラッドヘッド郡経済開発公社代表)

¬ILピロ写  「地域活性化 と地場産業」講演要 旨

｀口

「

私が関係 しているのは、カリスペル市を含むフラッドヘ ッド郡全体です。この地区には様々

な種類の産業があり、そのほとんどが中小、零細な企業です。その中で特に盛んな産業は林業 (郡の経済
の40%を 占める)ですが、森林保護団体の山林伐採への反対があり、林業者が失業し、これ らの人々が工

業就労者へと移行して工業が発展 し、公害問題が発生するという皮肉な現象もあります。また、外からこ
の地区に移住してくる人の多くは退職者で高齢者が多く、その人達のためにレクリェーション施設や文化
施設が必要になってきました。地場産業の発展と自然保護の推進や工業化による公害 (汚染)防止を同時
に解決 しなければな らない難しい状況にあります。

「地場産業の発展が『 まち』 を活性化 させ る」

/豚ルディズル ション 要  旨

経済には世界的規模で景気の影響を受けるものと、それら

の影響をほとんど受けない経済がある。これは「地場産業 (経

済)」 と言われ、小さな経営規模でも向上心を持ち、他にない

特色や技術を開発し、身につけることで需要 (顧客)を引き

寄せることができる。(田楽の町、高森の浸透がこの成功例。

また町では、他の特産品開発や加工に取り組んでいる。)

「足腰」の強い地場産業発展には足元を見直し、埋もれた

町の特色を掘り起こす精神を持つことが大切である。

重

”，

，
‘

４
，

)l f 'Jfl st"t" or
父  親 母  親

母 親 と
父親の差

日  本 3.32時 間 7.44時 間 4.12時間

韓   国 362時 間 840時間 478時 間

タ   イ 600時 間 806時間 206時 間

アメリカ 488時 間 757時間 269時 間

イギ リス 475時 間 752時間 277時 間

スウェーデン 364時 間 649時間 2.85時間

子どもと一緒に過ごす時間
まず、この調査で浮き彫りになったのは、

親と子どもとの接触時間の短さです。特に

父親との接触が低い値となっています。

83.2%

87.0%
82.1%
93.696

912%

常

き
日

で

のあいさつが
る

行儀よく
食事ができる

日  本

韓  国

タ   イ

アメリカ

イギリス

スウェーデン

遊んだ後の
片付けができる

日  本

韓  国

タ   イ

アメリカ

イギリス

スウェーデン 64 0%

「甘い しつけ」
生活における基本的な行動、4項 目について5歳

のときに自分の子どもができたものを挙げてもらい

ました。全体的に日本では「一人でできる」が少な
い結果となつています。

るき

に

で

潔

が

清

と

を

こ

体
つ

身
保

72.0%
73.5%

93.

65.0%
55.5%

813%
90.29

894%
80

60.90′6

670%
77.2%

894%
83.8(

フラットヘッド:部 カナタ
‐____■__10'  ,ヽ_1■

ぶ魏葬平葺葺耳夏

今回の講演会やパネルディスカッ

とに期待が寄せられています。

ションでは.

ド都もカリ
スペリ

が進め自

時間の都合上、 ッドヘッ

となりました。
は町の皆さ 経済、文化、教

0イ ギリス

●タイ
0日 本
●スウエーデン
●韓国

日 本

●アメリカ
●スウエーデン

●イギリス
0タ イ

●韓国

●タイ
。韓國

● 日本

●アメリカ

●イギリス

●韓国

●ィギリス
●アメリカ
。日本
●スウェーデ)

●タイ

イ
国

夕
韓

●アメリカ

●イギリス
●スウェーデン

日本

●スウェーテン

●タイ
●イギリス

●日本

●輯国

0韓 国

0日 本
●スウェーデン

●イギリス
●アメリカ

●タイ

食
事

の
世
話

を
す

る

し

つ
け
を

す

る
教 勉
え 強
る を

遊
び
相
手
を

す
る

進
路
の
相
談

相
手

に
な
る

悩
み
事
の
相
談

相
手

に
な
る

生
活
費
を

負
担
す
る

父親の子育て分担
「しつけをする」は欧米に比べて、アジア3カ 国で

は半分程度にとどまっています。また「食事の世話を

する」は各国とも甘さが目立ちます。

日  本 韓   国 タ   イ アメリカ イギ リス スウェーデン

第 1位 食事をする
91.8%

食事をする
891%

食事をする
883%

食事をする
93.1%

外出する
90096

食事をする
932%

第 2位 話をする
84.3%

テレビを見る
870%

話をする
868%

外出する
91.1%

食事 をする
89.9%

話をする
77.1%

第 3位 テレビを見る
828%

話をする
800%

一緒に遊ぶ
824%

話 を
88.

する
9%

話をする
898%

外出
75

する
7%

第4位 外出する
771%

一緒
76

にう雄らヽ
7%

同じ部屋で寝る
715%

一緒に遊ぶ
847%

一緒に遊ぶ
868%

テレビ
72

を見る
4%

第 5位 入浴させる
67.6%

外出する
753%

外出する
681%

テレビを見る
69.1%

テレビを見る
72 3%

一緒に遊ぶ
705%

第 6位 一緒に遊ぶ
641%

入浴
62

させる
9%

テレビを見る
679%

家事を教える
521%

着がえを手伝
569%

つ 着がえを手伝う
596%

第 7位 同じ部屋で寝る
566%

勉強を教える
584%

着がえを手伝う
611%

着がえを手伝う
520%

勉強を教える
525%

見える所にいる
508%

第 8位 見える所にいる
465%

同じ部屋で寝る
57.4%

入浴させる
500%

見える所にいる
500%

入浴させる
503%

入浴させる
486%

第 9位 着がえを手伝う
394%

着がえ
56

を手伝う
1%

見える所にいる
388%

スポーツをする
49 09る

見える所にいる
44 0%

学校などの送り迎え
38 6%

第10位 勉強を教える
377%

見える所にいる
50.5%

勉強 を教える
488%

学校などの送り迎え
43 4%

勉強を
37

教える
8%

乏
し
い
接
触
内
容

「
子
ど
も
と

一
緒
に
何
を
す
る
か
」
を
十
五
項
目
の
中
か
ら
複
数
回
答
し
て
も
ら

っ
た
の
が
図
３
で
す
。
父
親
は
生
活
を
負
担
す
る
だ
け
で
、
悩
み
事
や
進
路
の
相
談

相
手
に
な
る
な
ど
の
割
合
が
低
い
事
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
平
均
回
答
項
目
数
は

ア
メ
リ
カ
が
８

・
５
７
項
目
と
多
用
な
行
動
を
通
し
て
子
ど
も
に
接
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
日
本
は
６

・
７
項
目
と
最
低
で
、
接
触
内
容
の
乏
し
さ
が
伺
え
ま
す
。

複
数
回
答

(11) (6)

95.0%
92.8%

20′0

家事を教える
37.0%



町の安全守ります 町消防団出初め式

年
明
け
の

一
月
十
日
の
火
曜
日
、
高
森
小
学
校
で

平
成
七
年
度
の
町
消
防
団
出
初
め
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
は
三
百
三
十
三
名
が
参
加
し
、
塚
本
団
長

の
統
率
の
も
と
、　
一
糸
乱
れ
ぬ
規
律
で
消
防
車
パ
レ

ー
ド
と
通
常
点
検

（競
技
）
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
「別

所
の
堤
」
で

一
斉
放
水
と
消
防
団
活
動
に
功
績
が
あ

っ
た
四
十
七
名
の
方
の
表
彰
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
前
の
昨
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
十

日
ま
で
、
町
内
の
十
四
の
各
分
団
で
は
年
末
警
戒
が

実
施
さ
れ
、
年
末
の
忙
し
い
中
に
防
火
の
呼
び
か
け

と
警
戒
に
あ
た
り
ま
し
た
。

「町
民
の
生
命
と
財
産
」
を
守
る
消
防
団
活
動
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

通
常
点
検
審
査
結
果

一
位
　
第
九
分
団

（色
見
）

二
位
　
第
十
分
団

（大

字
津
留
）
　

一二
位
　
第
七
分
団

（津
留

。
南
在
）

カ
リ
ス
ペ
ル
市
長

一
行
の
高
森

訪
問
準
備
の
た
め
、
ク
リ
ス
マ
ス

と
正
月
を
目
前
に
し
た
十
二
月
、

カ
リ
ス
ペ
ル
の
事
務
所
は
に
わ
か

に
慌
た
だ
し
く
な

っ
て
い
た
。

今
回
の
訪
間
の
目
的
は
現
在
の

国
際
交
流
事
業
を
、
よ
り
優
れ
た

も
の
に
す
る
た
め
に
市
長
た
ち
と

町
住
民
が
直
接
交
流
し
、
情
報
交

換
を
行
い
、
相
互
の
地
域
発
展
と

活
性
化
を
図
る
こ
と
は
大
変
有
意

義
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

高
森
訪
間
決
定
後
の
市
長
談
話

で
は

「大
き
な
期
待
と
小
さ
な
不

安
、
そ
し
て
昨
年
六
月
の
ジ
ャ
パ

ン
ウ
イ
ー
ク
で
こ
こ
を
訪
れ
た
人

た
ち
と
の
再
会
が
楽
し
み
」
と
い

う
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
、講
演
会
や
パ
ネ
ル
デ
イ

ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
の
内
容
打
ち
合
わ

せ
や
様
々
な
連
絡
な
ど
、
そ
の
事

務
内
容
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

一
番
問
題
で
あ

っ
た
の
は
、
高

森
や
日
本
の
伝
統
、
文
化
、
日
常

生
活
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
彼
ら

（市
長
夫
妻
は
最
初
の
訪
日
。
キ
ャ

ロ
ル
氏
は
七
年
ぶ
り
）
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
く
説
明

●   ●

12月 30日  年末警戒中の第 7分団 1部 (森 ・冬野 )

町長、団長t広域消防から激励の言葉を受ける

●   ●  観 逸碗認しさ 自因羅萎団、じR効樹望か?
緑の木々がいっぱいの 日本。四季折々の彩 りで、私たちを楽しませて くれる山々。

何十年も何百年も前か ら、私たちに恵みを与え続けて くれている大 自然。この雄大な自然を

木々を…山々を…生き物たちを守 り育てながら、未来に残 していかなければなりません。

費 場 期 締 定

用 所 日切 員

目
■
国
７偽
Ｙ
由日

「
い
ざ
、
高
森

へ
／
」
　

馬
原

恵
介

す
る
か
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
と
日

本
の
生
活
習
慣
の
違
い
な
ど
を
理

解
し
て
も
ら
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
。

し
か
し
、
ク
マ
モ
ト
ニ
ア
ン
（熊

本
県
人
の
英
訳
）
や
熊
本
に
滞
在

経
験
の
あ
る
、
こ
ち
ら
の
人
々
の

協
力
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
心
配

は
解
消
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
市
長
た
ち
は
茶
道
の

心
得
、
箸
使
い
、
正
座
、
あ
い
さ

つ
な
ど
の
簡
単
な
日
本
語
も
繰
り

返
し
練
習
し
、
日
本
経
済
や
都
会

の
情
報
は
伝
わ

っ
て
も
、
生
活
習

慣
な
ど
、
市
民
レ
ベ
ル
的
な
情
報

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
中
で
、
新

し
い
日
本
の
情
報
を
収
集
し
た
り

と
、
そ
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

た
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

彼
ら
が
何
を
体
験
し
、
何
を
感

じ
て
き
た
か
。
帰

っ
て
き
て
か
ら

何
を
し
よ
う
と
す
る
の
か
。
そ
の

報
告
を
聞
く
の
が
楽
し
み
で
あ
る
。

一
月
十
四
日
午
前
六
時
。
市
長

一
行
を
乗
せ
た
飛
行
機
が
グ

レ

シ
ヤ
ー

・
パ
ー
ク
国
際
空
港
を
離

陸
。
日
本

へ
と
旅
立

っ
て
行

っ
た
。

近
年
、
地
球
規
模
で
の
無
秩
序
な
開
発
と

世
界
中
の
地
域
間
戦
争
。
そ
し
て
私
た
ち
人
　
∞

間
の
生
活
排
水
な
ど
の
色
々
な
問
題
。
ぜ
い

た
く
で
便
利
な
生
活
の

「
つ
け
」
が
最
終
的

に
地
球
の
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の
減
少
な
ど

環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
り
、
ジ
ワ
ジ
ワ
と
住

み
に
く
い
星
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

環
境
庁
自
然
保
護
局
で
は
こ
う
し
た
自
然

破
壊
の
防
止
と
、
自
然
保
護
の
認
識
を
多
く

の
人
に
分
か

っ
て
も
ら
お
う
と
、
色
々
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の

一
つ
に
自
然
に
対
す
る
深
い
見
識
と

技
術
を
有
し
、
自
然
保
護
活
動
に
協
力
い
た

だ
け
る
方

「パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
」
の
募

集
事
業
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
な
る
た
め

の
研
修
会
が
、
次
の
と
お
り
本
町
の
国
民
休

暇
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、

あ
な
た
の
力
と
優
し
さ
を
、
自
然
保
護
に
活

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

２０
名

（応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

２
月
１５
日

（水
）
必
着
の
事

２
月
２５
日

（土
）
～
２６

（日
）

南
阿
蘇
国
民
休
暇
村

研
修
費
は
無
料
。
た
だ
し
、
一
泊
三
食

七
千
円
の
宿
泊
費
と
交
通
費
等
は
自
己
負
担

◎
申
込
み
と
詳
し
い
内
容
の
問
い
合
わ
せ

は
、　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
、
所
属
団
体
、
自
然
観
察

指
導
経
験
の
有
無
を
明
記
し
て
…

一ｏ
８６９
１
２２
　
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
黒
川
‐１８０

環
境
庁
自
然
保
護
局
　
九
州
地
区
国
立
公

園
　
野
生
生
物
事
務
所
ま
で
ど
う
ぞ
。

な
０
９
６
７

・
３
４

・
０
２
５
４
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1月 22日 カリスペル市長一行帰国 再会を約束して涙の別れ

□賊髪鰹椰ロナラは日ιS自営ん。すOE図会え1るから……
催だ3`陳の涯賦N,駐D嘔ヨヨね庭頭コ1漠ゎ″羅当日あリカ滋≧う』

1月 15日 から22日 までの高森滞在ヤは、町内の色々

な方の 時几切 と真`ヾ 」に接することができて私たら

はとっても幸せで したっ

生活環党や孝晴らしい自然、また経済芥晨やまち

づ くりのための考えとだなど、共慇するものを多く

感 じました。そして口Tの ヤを歩いているときも気軽:

に声をかけていただいたり、手を振っていただいた

りと、感動を与えて くださいました。

私たちは'りそってから今回の訪間をあらゆる方法で

みんなに紹介 します。そして、今回の実際の体験 を

高森 とカリスペルやフラッドヘッド郡 との、人的、

夫化、産業、観光などすべての面で、臭なるた流芥

晨のために活か していかなければなりません。

これからも環物を保全や教育に力を入れられて、高

森が益々芥晨 されることを祈 ります。皆さんのご規

物に感謝 します。本当にありがとうございましたc

1月 22日 (日 )午前 9時 宿泊先の国民休暇村ロビーに

市長―行の帰国を見送るたくさんの人々がつめかけ、「涙

の別れ」の光景があちらこちらで見られました。

今回の取材を通して市長たちと接する中で、優しい心

と気遣いに感動を覚えました。国際交流はむずかしいこ

とではありません。やはり「実際の体験と心のふれあい」

から始まると確信しました。また今回通訳として協力い

ただいたフレーザー・上田美子さんはすべてのところで

細やかな配慮をいただいたことを特筆したいと思います。

モ
ン
タ
す
便
り

カ リスペル市長―行の今回の訪町行事にともない、カ リスペルに高

森をさらに強 くアピール し、町の産業、経済、観光、文化、教育など

の交流を促進 させるために、「カ リスペルの空に鯉のぼりを !」 (仮題 )

を企画 しました。みなさんのお宅に眠っている 「鯉のぼ り」を提供 し

てください。 (写真を贈呈)

■ 鯉のぼ りに子 どもさんや家族の名前、メッセージなど何でも、大

きく書いてお届け下さい。

■ 問い合わせ 。受付  高森町教育委員会 雷 2-1111

_"

えI町を守り

ゝ
Ｐ



昨年11月 10日 にオープンした高森温泉館が、 1月 23

日に。10万人 目のお客様を迎えました。

これは、オープンしてから71日 日で、平均すると一

日1400名 以上のお客様があったことにな り、ペースが

上がってきています。10万人 目のお客様は高千穂の甲

斐文子様ご一家でした。これを記念 して、温泉館から

花東 と町特産品を贈呈 し、「今 日が三回日です。身体の

不自由な人のためにも色々な設備があり、安心してゆ
っくり入れます。」との感想をいただきました。

「益々気を引き締めて、お客様に喜んでいただける

よう頑張 りたい」とスタッフは話 していました。

遊歩道も整備され、奥阿蘇大橋まで気軽に散歩

本誌 10月 号でお知 らせ した奥阿蘇吊 り橋 と同遊歩道がこのほど完成 し、 1月 17日 の午前10時半から渡

り初め式が行われました。これは山村振興対策事業により、総事業費約5,120万 円をかけて完成 したもの

で、この吊り橋が完成 したことにより、昨年オープンした、奥阿蘇キャンプ場から奥阿蘇大橋 (全長360

m、 橋の高さ120mのアーチ橋では東洋一)に歩いて行 くのに大変便利にな ります。奥阿蘇物産館を含め

て草部だけでなく、町全体の観光面での活性化が期待 されます。

12月 7日 高森高校で開催されたパソコ

ン教室、これは経営管理の基本を学ぶこと

を目的とした農業簿記講座として行われた

もの。

若い農業後継者の意欲が感 じられる。

農業労働力不

業への

(9)

熊本県選挙管理委員会広報 ちよつとためになる

・ん

お 母

議 会 だ よ り

ダ
グ
ラ
ス
・
ラ
ッ
ス
ィ
ー
市
長
は
、
「高

森
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
大
変
光
栄
に

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
教
育
や
文

化
、
観
光
、
産
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で

の
交
流
に
努
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
ｃ

左
上
は
通
訳
の
フ
レ
ー
ザ
ー
、
上
田
美

子
さ
ん
。

平
成
七
年
第

一
回
の
町
議
会
臨

時
会
が

一
月
十
七
日
開
会
さ
れ
、

四
議
案
が
慎
重
審
議
の
上
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
カ
リ
ス
ペ
ル

市
長
ダ
グ
ラ
ス
ニ
フ
ッ
ス
イ
ー
氏

と
同
氏
夫
人
そ
し
て
、
フ
ラ
ッ
ド

ヘ
ッ
ド
郡
経
済
開
発
公
社
代
表
の

キ
ャ
ロ
ル

・
デ
リ
ィ
ー
氏
が
町
議

会
を
表
敬
訪
問
。
議
会
を
傍
聴
の

後
、
議
場
で
ダ
グ
ラ
ス
市
長
ら
の

あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

■
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約

の

一
部
改
正
に
つ
い
て

同
組
合
の
規
約
改
正
の
た
め
に

は
、
関
係
町
村
議
会
の
議
決
を
必

要
と
す
る
た
め
に
提
案
さ
れ
た
も

の
で
、
同
組
合
の
事
務
に
新
し
く

「
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
に

関
す
る
事
務
」
と

「
一
般
廃
棄
物

の
収
集
、
運
搬
及
び
処
分
に
関
す

る
事
務
」
そ
し
て

「浄
化
槽
清
掃

業
の
許
可
に
関
す
る
事
務
」
が
、

付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
れ
は
郡
内
の
全
町
村

議
会

の
議
決
後
、
県
に
対
し
て
規

約
改
正
の
承
認
申
請
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。

■
町
道
の
起
点
変
更
に
つ
い
て

町
道
大
戸
の
口

。
本
河
原
線
の

道
路
改
良
工
事
の
た
め
、
同
町
道

の
起
点
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

■
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る

委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

今
ま
で
高
森
色
見
と
草
部
そ
し

て
野
尻
の
三
つ
に
選
挙
区
が
分
け

ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
町
内
の
農

家
戸
数
や
農
地
面
積
が
減
少
し
た

た
め
高
森
町
全
体
を

一
つ
の
選
挙

区
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ａ
　
候
補
者
と
な
る
た

め
に
は
、
積
極
的
要
件

を
満
た
す
こ
と
と
、
消

極
的
要
件
に
あ
た
ら
な

い
と
い
う
こ
と
が
必
要

で
す
。
（被
選
挙
権
）

積
極
的
要
件
と
は
、

①
日
本
国
民
で
あ
る
こ

と
②
投
票
日
現
在
で
年

齢
満
二
十
五
歳
以
上
（参

議
院
議
員
と
都
道
府
県

知
事
は
満
三
十
歳
以
上
）

③
地
方
公
共
団
体
の
議

会
議
員
に
つ
い
て
は
、

同

一
市
町
村
の
区
域
内

に
三
カ
月
以
上
住
所
を

有
し
て
お
く
こ
と
を
い

い
ま
す
。
議
会
議
員
の

要
件
に
住
所
要
件
を
加

え
た
の
は
、
特
に
地
緑

関
係
を
重
視
し
た
た
め

で
す
。
ま
た
、
知
事
と

市
町
村
長
に
住
所
要
件

が
無
い
の
は
広
く
適
材

を
得
る
た
め
で
す
。

消
極
的
要
件
と
は
裁

判
所
か
ら
禁
治
産
の
宣

告
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
。
禁
固
刑
以
上
の
刑

に
処
せ
ら
れ
て
い
る
者

で
な
い
こ
と
。
選
挙
犯

罪
に
よ
り
被
選
挙
権
を

停
止
さ
れ
て
い
る
者
で

な
い
こ
と
な
ど
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
そ
れ
ぞ

れ
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●   ●

●   ●

農
業
委
員
の
定
数
に

関
す
る
条
例
の
制
定

な
ど
四
議
案
を
可
決

．　
　
・
・
　
一
一●
一
・
〓
・●
●
■■
一
・
　
　
・

●

・
●
■
●

●

―
●
　

．・
　
・
■
―

一

一
　

・

●
　
―

．
　
・・●
●
―

一
●
●
●
一

．
●
―
■
―

●
●
●
●
―

　

●

土
づ
く
り
、機
械
化
、パ
ソ
コ
ン
導
入
な
ど
、農
業
経
営
の
確
立
を
め
ざ
し
て

農
作
物
輸
入
自
由
化
や
市
場
価

格
の
低
迷
な
ど
に
よ
る
農
家
の
働

き
手
不
足
な
ど
、
農
業
に
は
様
々

な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

世
界
的
に
眺
め
て
も
、
世
界
の

農
業
地
帯
と
言
わ
れ
る
中
国
や
東

南
ア
ジ
ア
の
工
業
化
に
よ
る

「農

業
ば
な
れ
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
益
々

増
え
る
地
球
人
口
の
食
生
活
を
賄

う
上
か
ら
も
、
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
す
事
の
出
来
な
い
農
業
の
衰

退
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
世
界
的
傾
向
と
あ
い

ま
っ
て
わ
が
国
の
農
業
問
題
の
解

決
の
た
め
に
、
町
で
は
新
し
い
色
々

な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
…
…

①
パ
ソ
コ
ン
導
入
な
ど
に
よ
る
経

営
分
析
や
数
値
デ
ー
タ
ー
を
活
用

し
た
農
業
簿
記
の
普
及
。
②
労
働

力
不
足
対
策
の
た
め
の
、
農
地
の

集
約
化
や
機
械
化
農
業
推
進

へ
の

模
索
。
③
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
に
基
づ
く
認
定
農
家

へ
の
支

援
。
④
農
業
の
原
点
で
あ
る
、
土

づ
く
り
を
見
直
す
た
め
の
畜
産
由

来
肥
料
や
自
然
に
優
し
い
Ｅ
Ｍ
（有

効
微
生
物
群
）
の
活
用
な
ど
に
よ

る
環
境
保
全
型
の
自
然
農
法

へ
の

取
り
組
み
な
ど
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
内
容
は
あ
ら
た
め
て
詳
し
く
紹

介
し
ま
す
。

Ｑ
　
候
補
者
に
な
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

資
格
が
必
要
で
す
か
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